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「大成算經」は関孝和 (1642?-1708)、建部賢明 $(1661-1716)$
、 賢弘 (1664-1739) 兄

弟が天和 3年 (1683)より 28年を費やして書いたと伝えられる全 20巻、約 900丁 1800ぺ一
ジの大著である。関孝和の業績のうち伝書「三部抄」「七部書」に入れられた最も重要な作品
(関全集 [11第 5\sim 14番) の日付はこの編集が始まった時期に集中しており、 それらの主題
はすべて「大成算纒」の中に取り入れられている。 これらは元来「大成算纒」編集用のスケッ
チとして建部兄弟に手渡すために書かれたものではなかったかと私は推測している。

このような著作であるが、その研究は進んでいると言えない。 私が 1998年 4月東京理科
大学大学院理学研究科に新設された理数教育専攻担当となり、修士の学生たちと一緒に読
み始めたとき、頼りになったのは藤原松三郎 [2] の建部賢弘の項にある約 80 ページの記述
だけであった。加藤平左工門 13] にも言及されていたが、三部抄、七部書と大差はないとい

う書き振りである。

長大なため敬遠されただけが理由でないことはすぐに分かった。 直面したのはテキスト

の問題である。 はじめ東大にあった下の 15番のコピーを使ったのであるが、 このテキスト

は各行に一つ程度の誤字脱字があり、 これらを訂正しなければ意味がとれない。猪狩慢教
授にゼロックスコピーをとって頂くという無理をお願いして手に入れた東北大学の 4番も、
東大本と較べれば雲泥の差があったものの、 まだそれだけを頼りに読むことはできなかっ

た。 しかし、 このような伝手のない図書館にコピーを依頼すると一部につき 10万円以上請
求される。 というわけで、 2000年度以来科学研究費補助金の申請を出し続けたが 4年連続

して不採択のあと、「数学一般」の枠で応募した平成 16-17年度の計画「数学史の研究、特
に初期の和算と 19世紀の解析学」が採択され、 2年間で 350万円費わせて頂いた。残念な
がら、校訂本の出版までには至っていないが、現状を報告して責任を果したい。
その間、 2005年 3月まで私が担当した学生、後藤武史、岩下啓史、渡辺 (旧姓原田) 美

樹、若林和明、尾崎文秋、小出浩貴、柏原信一郎、計 7人の諸君は合計 9巻分を研究し、そ

れぞれ在学中に入手できたテキストのコピーを使って担当の巻の校訂本を作ってくれた。
また、今年度は文科省特定領域研究「にんぶろ」の枠の計画研究「近世東アジア海域に於け
る数学の交流と展開」(代表者河澄響矢)の援助を受けている。 以上の人々、更に、現在実際に
校訂本作成の作業をしてもらっている松下淑子さん、藤田昌子さん及び尾崎文秋君に感謝

したい。
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1. テキスト
次はこの 10年間に調査することができた写本のリストである。

1. 東京大学総合図書館 $T20/29,34$ ,61\sim 73, 75:賢弘存命中榊原霞洲写す。 目録首篇欠
2. 宮城県図書館伊達文庫關算後$E$ 35\sim 54 : 安永 9(1780)戸板保佑写す。巻 20欠

3. 東京理科大学近代科学資料館物 423\sim 425 : 天明頃 (\sim 1785)菅野元健写す。

4. 東北大学中央図書館狩野文庫第 7門 31453 : 寛政 2(1790)平千里写す
$\circ$

5. 大阪府立中之島図書館 618/62 :
6. 九州大学中央図書館桑木文庫 648: 巻 4, 5, 6, 19, 20欠

7. 京都大学理学部数学教室 219316 :
8. 京都大学理学部数学教室 102021 : 嘉永 4(1851)写す。嘉永 6(1853)校訂
9. 筑波大学中央図書館 コ 200/50:

10. 東北大学中央図書館狩野文庫第 7門 20820 : 目録首篇欠
11. 東北大学中央図書館藤原集書 450: 目録, 巻 11欠

12. 東北大学中央図書館岡本文庫写 41/16964:
13. 国立公文書館内閣文庫和 23845 : 淺草文庫印あり
14. 国立国会図書館 231/20/155 : 目録欠
15. 東京大学総合図書館 $T20/1588$ :
16. 東京大学総合図書館 $T20/1618$ : 巻 4, 2, 3のみ

17. 石川県立図書館田中文庫 41/117: 本田利明の識語の写しあり。 田中鉄吉旧蔵書
18. 和算研究所 : 筆跡は現代人. 下平和夫による校訂本か
19. 早稲田大学図書館小倉文庫イ 16/196: 巻 14, 15, 20欠. 遠藤利貞旧蔵書
20. 早稲田大学図書館小倉文庫イ 16/197 :
「国書総目録』には、学士院にある幾種類かの零本を除いて、16種の本が記載されている。
このうち慶応大学の本はまだ調査していない。佐藤賢一氏からは 2003年 7月 15日付の手
紙で 1 17. ともう一つ伊能忠敬記念館にあることを教えて頂いた。 佐藤氏は科学研究費補
助金特定領域研究「江戸のモノづくり」の枠で 2002-2005年度の研究「日本数学資料の所
在調査と総合目録作成」 を実施されたから、他にも見付かっているかもしれない。
写本の筆者と日付は「楊輝算法」の関孝和の写しのように第三者がそっくりそれを写した
ものがあるので用心しなければならないが、上の 1\sim 4については信用してよい。

1. は同じく東大にある「建部先生綴術真本」 と同筆で、同じく 「紀伊國徳川氏圖書記」と

「南葵文庫」の朱印が捺してある。同様の本が東大総合図書館には多数収蔵されているが、
これらの本は紀伊徳川家にあったものが維新後東京に移され、南葵文庫という図書館にな
り、 更に、 関東大震災後東京大学図書館復興のために寄付されたという経過がある。巻 12
と 17には「霞州」という朱印も捺されている。 これらが儒者榊原霞洲の手になることを佐藤
賢一 [4] が考証している。儒者の常であるそうであるが、 己、 已、 巳を全く区別しない。手
偏と木偏、行人偏と糸偏も区別しづらい。 同字を嫌って通字に置き換えてあるところがあ
る。 また、 現状では巻 5と 6が逆に綴じられていたり、乱丁が多いので注意が必要である。

2. 「伊達伯観欄閣圖書印」がある。戸板保佑が仙台侯に献上した「關算四 g書」500冊の
中に含まれている。戸板には他に天文暦書 400冊があり、現在天理図書館に収蔵されてい
る。 多くは他の著者による書物の写しであるが、手で書き写した本の数としては尋常でな
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い。 通説では宝暦の改暦事業の際京都で一緒になった山路主住に師事してこれらの本を写
させてもらったというのであるが、戸板は朝廷方陰陽頭の土御門泰邦に従う暦学者、山路は
幕府を代表する天文方西川正休に次ぐ地位の人であった。そして幕府方は泰邦の策略にの
せられて完敗、正休は関東に召還され処罰を受けるはめに陥っている [ $5|$。「關算四\not\in 書」の
中の諸本の順序は主住が定めた伝書の順序を無視しており、 手当たり次第写したという印
象を与える。「大成算纒」の中も同筆ではない。 そして、保佑は関流の印可免許を主住では
なく子の主徴から受けている。 こういうことを考え合わせると、 これらの写本は泰邦が関
東の算書、暦書をあらいざらい書き写させて、手元に残した暦書以外は功労者戸板保佑に
譲ったというのが真相ではないかと思われる。 2. の「大成算経」の原本は幕府の図書館に納
められていたものであったようである。 というのは、紅葉山文庫由来と思われる 13. とのみ
共通するところがあるからである。「大成算経」の原本は失われてしまったが、編集が終了
する直前の稿本 1.と原本から直接写されたと思われる写本が一般の人の手に届かないタイ
ムカプセルに保存されていたのは幸であった。

$P\#\Phi I_{l}kt\cdot t$

3. 晩年の菅野元健が書いたものは最上級の写経のように美しい。借りていった人が始め
の部分だけを残し途中から自分の写しと取り換えてしまったものも残っている (東北大学中
央図書館岡本文庫写 170/17091)。この写本の巻 1は 1798年ごろの菅野の典型的な筆跡で

ある。 しかし、他の巻はさほどでもなかったので、あるいは別人のもの、あるいは取り換え
られてしまったものかと思っていたが、東大総合図書館に残されていた菅野自筆のノート
「習斎算叢」全 35巻 $(T20/640)$ と比較したところ巻 2以降もこちらの最初の部分と同筆で
あることが分った。菅野は「解伏題之法」の 5次の行列式展開の右斜乗の符号の誤りを指摘
した人であり、関孝和の著作にも平気で手を加えている。従って、数学的な間違いが非常に
少ない写本を残したが、 それらが原本に近いという保証はない。

4. 寛政 2年という日付と崎陽平千里という人名はこの写本の践にあり、この本を孝和先生
所撰としている。東北大学にある四つの写本の中では最良で、 われわれの研究で最初から
使ったものであるが、多くの写本が手に入った今評価すれば平均程度である。他の東北大
学所蔵本と共に東北大学付属図書館のコレクション $>$和算ポータルで白黒画像として公開
されている。現状では四つの本の表題と中身が違っているので注意が必要である。

5. 「森嶋藏書」という蔵書印が捺されている。 きれいな字で書かれていて読みやすい。 し

かし、所々に手本の字が読めなくなっていたためと思われる空白があるのが残念である。
ここで作ってもらえるカラーコピーは上質のうえ安価であるのがありがたい。

6. 「原始反終」 と「北嶋政印」 と読める朱印が捺されている。「狩野氏図書記」 もあり、一
時狩野亨吉所蔵であったことが分かる。良本で、全巻揃っていないのが惜しまれる。

7. 「源元寛蔵書印」がある。 良本である。虫害がひどくて読みにくかったが、現在は修復
されて次の 8. と共に京都大学電子図書館の貴重資料画像としてカラーで公開されている。

2. 校訂本見本
以前にも注意したように $[6]$

、 沢山の本を参照しても手間が掛かるだけで校訂本の質は上
がらないので、だいたい以上の本を使えば十分であろうと考えている。現在は 3. 位までの
本を使って仮の校訂本を作り、 これらの写本と 1対 1で比較をしているところである。
以下、巻首 5丁、巻之四より 3丁、巻之十六首 1丁、計 9丁の校訂本見本を載せる。
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駒 Nl $|+$ 鰹蘇
運謎冬

艇鴎翠 $L^{D}- m\neg<$

\prec 怪糾耀纏匝議臨

$H$

\prec \prec 繊耀粗 $\blacksquare$

騨想
甑麟編

猷椥麟畢麟伽纏郵椅口 ‘’N醐甑 $1|11\square$ ] $\ovalbox{\tt\small REJECT}$陛曄喫\aleph

齪却 $K\not\cong\prime E$ 椅簾圏\Leftarrow \prec 團醍熊園 $\aleph$ 酬叡\Leftarrow # $|$

碇 $|$ 湘鰹畢\Leftarrow 却暇麟盗 $\cong\subsetneq$ 婁膿堤\exists 』謡\aleph \pi \neg -\acute

膿 $\vdash\exists\#\simeq N$厳膿鎌 $\exists \mathfrak{B}||1$ ) $n\aleph$取膿農却 $|\Re$動

E#1 $|\#F_{\backslash }1|$ 湘謎畢 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$騨醍麟迷 $\prec$膿�喫+\exists 園

{
$\ovalbox{\tt\small REJECT}_{1}N$ 厳膿\mbox{\boldmath $\sigma$}\exists #蝉 $\aleph$取膿藻佃潴 $||\{\ln\aleph$厳膿驚學

盗陛佃寧隆 i麟睾釧鱒覇楓+卿輯固亟 1 $|$ 園曙瞭
磁 $*^{\backslash \backslash }1|\mathbb{R}\neq S$農驚}E $\mathfrak{B}\neq$選厳mIII\aleph {\aleph 機灘麟\Leftarrow

$\kappa \neg \’ \aleph \phi 欄酸禽製踪嵩驚湘 $\prec’-\mapsto St$澱溢 $\overline{\mathfrak{U}}\neg$鯉
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$g*\triangleleft\Pi$麟周製遡趣豊斑髄隆 i経田蟹掴嘩 $\#_{\backslash }^{r}$麟澱

製 $\not\cong_{\backslash }’\simeq$鰍き蘇 $\zeta$碑算蝦昧禾湘瓢伽療墜鵬狸謹
翠 $\subset\cong\cong\backslash$’溢態辱隷蟹溢 $\supseteqq$麗蓮?1411\Leftarrow eN孫狸

鍾鞭鋸題紋聰 $\aleph$園経区�鎌譲日翻扇圓+川誌
膜 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ F\S #\Leftarrow M\neq 膿隈融 $\aleph 1^{1}|$臨穣 $\mathfrak{B}\backslash \prec 1A\Phi\aleph ff$

藩製ミヨ $\aleph$ 経躍 R\mbox{\boldmath $\varpi$}匡 $m$振圓斗艶翠皿振陛 i型融\aleph tE

縫禽醍翠 $ffi\mathfrak{B}$ N\prec $\ovalbox{\tt\small REJECT}$磁 $b^{\backslash \backslash }\aleph$斑駐齪 $\aleph$婁輿*峯
$\aleph aeE$ 額嚇\neq ‘’R\Leftarrow $\geq$禰麟圃磯灘\aleph 細畢厳溢騨
$\ovalbox{\tt\small REJECT}’$ ffl $[$ $\ovalbox{\tt\small REJECT} 1\ovalbox{\tt\small REJECT} 11\ovalbox{\tt\small REJECT}_{1}\oplus\varpi\uparrow’||(\prime g\ovalbox{\tt\small REJECT}\{\iota\prec\aleph\cross\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }’’\prec A\prime\prime flJ*ffi1\}\{$

ffl $\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\ovalbox{\tt\small REJECT}}^{\xi}\{\eta_{1\overline{a}}\neg\overline{m}(\ovalbox{\tt\small REJECT}_{1}*a\neg\backslash \prime ffi@\mathfrak{W}\not\in \mathfrak{W}\cross g\neg\backslash ’\dagger\equiv\Phi,oe\mathbb{R}\aleph\neg\overline{\varpi}fflffla*9@$

1 $HMf^{*}n\mathfrak{l}*$ $|$ ) $\ovalbox{\tt\small REJECT}@*$ ) $||\aleph\backslash \backslash \beta_{\{}*$ $F_{\Re}^{R\downarrow}n*$ $\#\not\in R*$

$4_{\backslash }^{\nearrow\Theta}H*$ $\#_{\Re}^{\epsilon}\not\in$ $<i_{H\downarrow}^{\prec}E*$ $g_{g}^{\{}*$ &

割

1
$\aleph R\cross$

$\bigotimes_{\backslash ,\lambda m}\cross g\neg’\ovalbox{\tt\small REJECT}@+\mathfrak{M}\hslash B\ovalbox{\tt\small REJECT}_{dt}\{t^{D}*\mathbb{R}’\aleph* 8\}m_{H\downarrow}^{+}\}+\ovalbox{\tt\small REJECT}_{D}@\mathfrak{W}ffl\mathbb{R}’*+\}ffl\aleph 9\mathfrak{B}Sf<ffim\aleph*8\mathfrak{M}R\#$

$++\Theta|m\not\in fk$ $\mathbb{R}$

$++9\aleph-\not\in|Q+ffl\}m$ ffl $+$
$\Phi_{+}^{3^{ffl}}ffl\Phi gffl+\Phi\Phi+$

}
$mffloe\Phi$

ffl {$\prec\{\Psi$ ffl $+\Phi\prec_{A’}+\mathfrak{W}\ovalbox{\tt\small REJECT}\varphi$

$\}m+fflffl\Phi\Phi$ $\ovalbox{\tt\small REJECT}\prime fflR\ovalbox{\tt\small REJECT} fflfl$
$\{b_{\backslash }^{\prime ffl}Rn\downarrow ffl\not\in\ovalbox{\tt\small REJECT} sDR$ $*X_{6\downarrow}^{ffl}ffl*\{R’\lambda_{11}^{t}*$ $g^{ffl}ffl$

$s\cross$

$\{\ovalbox{\tt\small REJECT}_{g}^{ffl} ffl \ovalbox{\tt\small REJECT}_{\mathfrak{B}}^{ffl} ffl b^{m}\prime r\neg ffl\mathfrak{W} ffl \}4_{\Xi^{r}}^{ffl}$
ffl

$\mathbb{R}^{ffl}ffl$

$\}49*NS\Phi$
$\Re’\Re_{1\{}k\mathbb{R}_{t1}\aleph$

$\neg’\backslash \ovalbox{\tt\small REJECT}_{g}^{\mathbb{R}}\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }\mathfrak{B}\mathfrak{B}\R’\aleph aagk\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathfrak{B}ffi’\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\backslash }grave{\not\in}\neg fffim\ovalbox{\tt\small REJECT}\neg\backslash \prime g\grave{\%}*\backslash g$

$\^{+}ffl$ $\ovalbox{\tt\small REJECT}_{e}^{+}B\mathfrak{M}R$
$\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\not\in}^{+}g\backslash \#s_{t}$ $F_{g}^{\prime+}\backslash \S’$

、
$*0R_{m}$ $8_{\backslash a}^{\prime 3^{+}}$

’

$\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash \Re}^{+}$ $\ovalbox{\tt\small REJECT}_{4}^{+}a$ $\neg\backslash _{\mathbb{H}}’\sim\backslash ’+$ $\mathbb{R}H_{\mathfrak{B}}^{+}$ $\mathfrak{B}^{*}ffl’\mathbb{R}\mathbb{R}\models\#aleph$
ff

$r_{\backslash \Psi_{\aleph}^{g}}^{r}\mathfrak{B}3’\Re*g^{Q}\neg\overline{o}$
@

$\neg f\backslash \backslash \theta\vdash k*\ovalbox{\tt\small REJECT}\aleph\bigoplus_{1}\aleph|||$ $\#\triangleleft\vdash 1||W*\aleph$ $**i^{1}|\aleph*\aleph$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\oplus_{1}^{g}-W*\aleph$ $\Re_{\hslash-}*HW*\aleph$ $\neg’\backslash \backslash r1|\Uparrow D\aleph||W*\#$
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$\cross g\ovalbox{\tt\small REJECT}|_{\vee}\vee g\oplus\aleph F$ $\oplustheta$

$|||\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$\prec$磁譲碑\epsilon {\Re \aleph 椅膿躍露 $\aleph r\Leftarrow oe\Leftarrow$保斑 $\aleph ffi$

憶\Leftarrow 蟹螂\aleph 馨葉婿+翻下\aleph 耀埋\Leftarrow 麟翌藩 $r_{\backslash }^{r}\pi$

詠 $S|||ffi\subsetneq$嵌鴎緘侮 $\aleph$臨畢湘m巨鴎柳葎 $\aleph$経
$\prec\prime A\}ffl\}kae\aleph\#\oplus\epsilon\#N\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 慧儘\not\subset 1A\subsetneq N櫛額\prec K

\geq =(=‘\acute $\Phi #‘’麟酸製 $\geq$ 晦湘\Leftarrow 禰郵製\Leftarrow RR\acute $\ovalbox{\tt\small REJECT}$

体

磁藻蕪 $|$

鎌湘桜 $\blacksquare N$ 纏螢碑口 R\aleph \Phi =‘\acute g\prec 峰\Leftarrow ll $\ovalbox{\tt\small REJECT}\prec$

$\#M\leqq$醐麹\aleph $ $\blacksquare$ \prec ii劇 R $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ N\leqq 湘終 $m=\Leftarrow$盗

=‘’却豪\prec 狸駆 $m5N\preceq$羅諮 E\not\subset #N\preceq 湘聖\prec

膿億溢製却熊園 $\epsilon\#$億溢 $*|R|b\backslash \backslash$峰=‘\acute wN

\Leftarrow 駆蝋凝匙響\sim噸蜘鰍 l+llQ $\oint$ m湘聖璽#E佃 $\mapsto$

=‘’癒畢磁 $\Leftarrow 1|$欄鞭椅単 P 湘韻\Leftarrow \leqq K\models $\ovalbox{\tt\small REJECT}$囮湘

鴨 $N\geqq\cong$蝋騨 $\aleph\backslash *\prec(1^{-r}arrow\not\in\aleph$ 國鞭鷹 N\prec 畢 $*\backslash \backslash \Leftarrow$

$1|$欄髄弩 i駆 1 $|$ 細融 $\aleph$胤- 蓬 i\Phi \acute {堰田細撫\aleph掴翠国

磁鞭黛\phi 聖 $|\ovalbox{\tt\small REJECT}\aleph\ovalbox{\tt\small REJECT}’\ovalbox{\tt\small REJECT}$ }$\Xi k$齪佃膿�讃 $\prec,Rnt\not\in$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\}\cong\Phi’\ovalbox{\tt\small REJECT}- REn\iota\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT} E\Phi\Phi_{\overline{\backslash }}ff@\Phi_{\prime},\ovalbox{\tt\small REJECT}_{1}+\alpha\ovalbox{\tt\small REJECT})\mathbb{S}’$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}\aleph\otimes\aleph Rm_{D\mathfrak{t}}\{\wedge*gffi\not\in-\Phi \mathbb{R}g\aleph a\neg\overline{m}_{\backslash }’*\M\backslash R_{\gamma}’@gmRi\Psi \mathbb{C}\Pi RR\not\subset\downarrow\Re\backslash \wedge EH-*1|\Uparrow\Pi$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\aleph W_{\backslash }$ ;
$ffl_{\backslash }’*$

$*\backslash ffi(\Phi\not\in i\Psi\not\leqq\ovalbox{\tt\small REJECT} ffi’\backslash \ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathfrak{M}^{1}\ovalbox{\tt\small REJECT} m\Phi_{\overline{\backslash }}ff@\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathbb{H}\prime\prime*T\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$\aleph$繋爆福餌 $\aleph\ovalbox{\tt\small REJECT}\neq=’\backslash \subset\prec\Phi N\prec\cong NRn\iota\backslash M\aleph Rn\downarrow$

鱗 $N\prec\ovalbox{\tt\small REJECT}\aleph$ 取鯉=‘’S\Leftarrow $‘\mapsto 碇躍 $g_{\backslash \Pi_{-:}}^{g}$磁藻膿
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躍粗}\Xi r‘’製下醸懸翠
漂痴

曄豪 $\Leftarrow \mathbb{R}\mapsto$最駆麟\ell 麟醸 $+\mathfrak{M}$ \ell 麟醸 $+M$ 誕嘗鋒

釈 $\mapsto IIIICI\not\in\geq\#\not\leq ae\aleph$溢塒 $\leqq\Leftarrow\mapsto\Leftarrow\ovalbox{\tt\small REJECT}\aleph\ovalbox{\tt\small REJECT}_{1}+$

糎 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ \aleph 圏 $mR’g\#fl=$駆麟 $|\ovalbox{\tt\small REJECT}\backslash m_{\backslash }’$ }$\Xi$mk
濯 $\subsetneq\models$溢標纒麟}\Xi膿田 i翠

曄忌 $\Leftarrow 1^{1}1$縣較 $\text{妬_{}+}^{\mathfrak{M}}nR\underline{\not\subset}(\phi\}H$

$\Sigma\theta ff\not\in\}\Xi\oplus_{\backslash }’\leqq 8\mapsto*n\ovalbox{\tt\small REJECT}\aleph$韻誕 $\#$遡蝋 $\aleph$製

劇繕罹 $|$ 鋸椅 $=\Leftarrow m\Leftarrow$溢灘 NE融
$\ovalbox{\tt\small REJECT} g\Phi\ovalbox{\tt\small REJECT}_{8}\mathfrak{t}\Phi_{+}1E’\mathfrak{B}\Phi_{\aleph}\infty^{\mathbb{I}_{-}}bA\Phi$

暇疑終 $|$ 燥疑誕\Leftarrow 塒製 $\preceq$経響噸=‘’健麟�
韻\Leftarrow \leqq \mapsto \pm Hr r‘\acute {ffi@Y\acute A $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ kf-9111Eg\aleph 響縮=駆

11

麟醍池佃葉遂ffi畢網震峰 $|\#$取池纏 1+1|g
$\aleph|\otimes t\Xi k^{f}$紐皿膿 $\models III\mu\geq$疑眩�\neq $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ \Leftarrow \Phi ‘
�溢興耗黎蚕慰曖� $|\aleph\ovalbox{\tt\small REJECT}\neq=$�椅纏聰

風踵疑 $|\aleph\ovalbox{\tt\small REJECT}\neq=$令鴎 $\div 1|II^{CI}$曖熊疑 $\aleph\t\Xi$

巨薦髄肩 $\aleph$蝦経訟 1 $|\ovalbox{\tt\small REJECT}_{R}^{*\mathbb{R}}\aleph$贈琿健麟

r‘\acute 催蝋樋� $K$匝却
$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\prod_{\triangleright\backslash }}\{\Psi\Phi^{\mathfrak{M}+}\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}\yen^{\prime \mathfrak{W}+}\backslash$曝更駆 $\Re+\mathfrak{U}\ovalbox{\tt\small REJECT} R$

$\mathfrak{B}_{\Re m}^{M+m_{\underline{n}]}}$ I
製 [Sr $\blacksquare$鰹 11|# $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ \Leftarrow \leqq 峰 k- $\ovalbox{\tt\small REJECT}$= $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ =\S #
麟駝 $\sim$曝鰹峰秘蝋 III灘釦皿 $K’\aleph$則學令 $\prec,-A$麟

曇潔 1 $|\#\Leftarrow$態映溢畷掴踵纏躍慰曜 $|\aleph\ovalbox{\tt\small REJECT}$

メ\Leftarrow 曖黎鰹砿鰹 $|$ \aleph $\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}$ \Leftarrow 璽繕畷賦麟 $|$
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麟蘇 $11|$

麟湘鎌譲 $N;\Leftarrow\Leftarrow$翻鞭 $\aleph$絋鰍 $=\prec\epsilon\pi*$纏寵
眩薦\ell N#熊譲 $\Leftarrow$毎郎蕪圖 $Nn\mathbb{I}$湘讃聖簾膿\Leftarrow

椅\cong ‘’麟=‘’経溢 $\#$ 匁鞭騨 p=\Leftarrow \neq ‘\acute �湘繋 $\not\in’\Phi$�
$\Leftarrow i\simeq$湘鋸細 $H_{n}^{g}\ovalbox{\tt\small REJECT} E\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 黎湘鎧灘題\mbox{\boldmath $\theta$}\Leftarrow 6%湘
鋸怪製即\exists B\Leftarrow 翻�=‘\acute麟経遂 $\#$麺藤輯榔養%

麟 $\prec$攣斑 $6_{t\backslash c}^{m\triangleright ffi}$悪謎 $\aleph$ 厳韻#‘\acute 麟池\mbox{\boldmath $\tau$}\cong 翌籔 $r_{\backslash }’$

r’踪製\aleph酬巨膜 $\aleph S\prec$鎌熈湘朧\aleph 翻簾留卿聡

$y+$禰畢翻 $\Phi^{1}|$翻 kf e$麟湘 $m$ く讃腔距\models 翠
蠣紐の麟卿口 $\sim\models N\Subset$鞭経厳姻 $\Leftarrow$環麟 $N$ {硬却
\mapsto 網 $\Phi 1|$帥魏蝋趣 $\aleph$ 鰹翻湘工轡\triangle \mapsto �翻碑工

欝峰 $rightarrow ffl(\otimes$厳榊怪縣謹 $N8\Phi\prec=$港錠賑嚥螢

$\{|\{+1|$

鳳腔 $\prec N$養ま Rg\downarrow 楓硲製$ゼダ蕪 $Rn\downarrow\not\subset\prime R\Leftarrow$映

\aleph III\mbox{\boldmath $\mu$}\prec -\acute A $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ \S 咽 $\aleph \mathbb{R}$: 麟峰\Leftarrow \cong 蝕鰍

翻鞭
$\Phi g\varphi\exists\exists k^{ffi+}ff\ovalbox{\tt\small REJECT},*$

榊 $+_{m}\mapsto_{\underline{n}}\#$蕊駆
$III)\theta\Phi$※�黎聖簾膿\Leftarrow m\acute $\ovalbox{\tt\small REJECT}$溢呻糖學%\phi 盗

駆厳艘麗蓮 $N\mathfrak{B}\Leftarrow\ovalbox{\tt\small REJECT} 5$酬終==‘\acute R=癒溢
穏糖却

$\ovalbox{\tt\small REJECT} g\Phi\ovalbox{\tt\small REJECT}_{k}^{\Q}+k\Phi\Phi\mu^{Q}W+\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathfrak{W}K+\varpi_{\mathfrak{B}\}n^{\underline{n}}$

$III\{\theta\Phi\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathbb{S}’\#$�慨螂 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$峰#‘’麟葉膿\Leftarrow m=溢
聖動畢駆�鞭識\exists 縣蓮\aleph B\Leftarrow %争姻’愚椅

皿 $m\{@k^{f}\mathbb{K}_{\overline{\backslash }}\mathbb{R}f$

曄 $\prec$越懸亀\langle $kM+$甑駆$ $ffw+\ovalbox{\tt\small REJECT}\Phi\otimes_{R}^{\mathfrak{M}+}$蘭
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$\prec\prec\#\infty$ \copyright N+\prec 巡蘇
躍遷蝶

躍湘\kappa 磁譲 1M $ff_{\overline{\backslash }}\aleph\ovalbox{\tt\small REJECT}\Leftarrow$誼距燦 $\aleph\ovalbox{\tt\small REJECT}$學喫溢濫湘
躍 $\aleph\pi$ }$\Xi ffE\mathbb{R}\aleph$欄妹躍耗 $:_{\backslash }’\leqq\Leftarrow 1|11\square \Psiarrow$麹網

Ut $\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathfrak{B}$ }$\Xi I|III\overline{m}$翻濫 $P\neq\int\backslash g_{1|m_{\backslash }\underline{g}_{i}}$)$|0_{r,}\ovalbox{\tt\small REJECT}$ }$\Xi ff\Phi^{\neg}\overline{m}_{\backslash }’\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$ffi_{\backslash }’$ $III\mbox{\boldmath $\mu$}=\Phi $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ \preceq 鍵 $\aleph$ま躍 $*$髄誕 $\Leftarrow$麟濃 $\prec\Phi\aleph$

$\models$憶膿柳 $\aleph$網榊 $\leqq\mapsto$璽濫 $\mapsto$纏取 $\not\subset\backslash \Leftrightarrow b\ovalbox{\tt\small REJECT}$柳麟 $\aleph$

ミ製 3,く巡 $\aleph$ }$k^{E}\# 4\# oe_{\backslash \backslash }E$鞭艘% $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ \aleph経畢 $ffi_{\backslash }’$盗膿
荘 $\cong\Leftarrow \mathfrak{R}\prec$璽翻 N\prec 碑工斑エミ即% $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ \div \mapsto 1|11\coprod

$N\leqq$溢黛 $\approx\ovalbox{\tt\small REJECT}\models r\mapsto\pi\Sigma r_{\backslash }’\not\in/\mathfrak{B}\aleph\ovalbox{\tt\small REJECT}\Leftarrow\prec r_{\backslash }^{\gamma}$経鰍き
$1|110$糊鞭 $\mathfrak{p}$ $N$) $1|11\square \not\in$碑鰻 $\aleph 1|11\square M$碑膣 $\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }’\aleph|||$ ) $\coprod\Phi \mathfrak{W}H$

暇 $\aleph$峰鰹\mapsto =‘’明却榊麗 $\zeta\Psi\underline{=}\mu$巨網碑驚 $\aleph$露

潭卿 $Hn\ovalbox{\tt\small REJECT}\aleph$誼裡湘膣纒 $\aleph$峰璽\mapsto =‘’%却製珈 $m$

$K’\aleph\ovalbox{\tt\small REJECT} flf\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}\Leftarrow\ovalbox{\tt\small REJECT}\blacksquare$製醐怒 $\Phi$製澱 $\prec\backslash \Phi III\mu\geqq$鞭

ミ $\aleph g\ovalbox{\tt\small REJECT}\Leftarrow=\Leftarrow\ovalbox{\tt\small REJECT}\Leftarrow \mathfrak{d}\Leftarrow\models$製溢ぐ $\mapsto$く $+\Delta\supset$確

額燗�\prec \cong \not\in nN$ffl\Leftarrow 藝膿\approx 躍鯉題 N\leqq \sim 鰍
$\varphi$躍蕪 $|\not\leq\alpha$

鴎
$\Phi \mathfrak{U}$

鴎

ば躍 $\aleph$ 遂隈\Leftarrow E\pi $\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}$lg\mapsto H@ $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ \Leftarrow m=\geqq 細蝋湘

騨醍響 $\#\zeta_{R}^{\prime rn}\prime g\neq\ovalbox{\tt\small REJECT}\aleph$怒掻 $r_{\backslash }^{r}$黙皿誕榊畢趣融
$=$鞭麟 $\Leftarrow_{\backslash \vee}^{\ovalbox{\tt\small REJECT}}\xi$誼碑畢釈 $\#$ 禽麗\mbox{\boldmath $\theta$}竃較 $\Leftarrow$姻製;

嵩驚 $\Phi^{g}\ovalbox{\tt\small REJECT} N$諮溢 $=_{\backslash }’\ovalbox{\tt\small REJECT}\Psi \mathbb{R}\Phi$懸畢 $\preceq$馬縁辱潔峯
湘畢醍謹 $\not\leqq\prec$蕪怒輪繧麟疑嶽\geqq \prec N@=‘’』灘
\Leftarrow \mapsto $\ovalbox{\tt\small REJECT}$騨擦鼎嚇欄 $\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }g$鞭却讃暖趣経 $\aleph$遂騒溢
$r_{\backslash }^{r}$園擬 $\Leftarrow\mapsto$『畢池 $\not\leqq=\backslash$’駐斑 $\emptyset$ポミ $\Leftarrow$氾
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3. 読み下し

算数論

算は数なり。数は万物の本具う体を言い、算は已に顕れ、相為す用を言うなり。 けだし、
渾沌は本無極にして太極。 これ衆理の肇、動きてーを生ず。一は陽なり、奇なり。 これ数の
始まる所、増たり、満たり。理に由りてこれを論ずるときは正、物に由りてこれを名つくる
ときは象たり。技に由りてこれを言わば加を為すなり。 一数静にして二を生ず。二は陰な
り、偶なり。 これ数の成る所、減たり、干たり。理に由りてこれを論ずるときは負、物に由
りてこれを名つくるときは形たり。 技に由りてこれを言わば、減を為すなり。既にして奇
偶の両数相生じ、増損、満干の名立ち、正負の二理相具え、象形の二物相分ち、加減の両技
相具うれば、これより交感、数を積みて大小の名義を分かつ。 ここに於いて加減を累ぬるは
功速かならざる故に九九の合数を創造し、定位防降法を立つ。両技これに由りて直ちにそ
の数を得、速にその位を定む。 ここに、加を累ぬるを乗と号づけ、減を累ぬるを除と号つ
く。 これいわゆる商除なり。 しかるに、 その 所為 $\tau_{\text{輯に}}$ 暁がたき故に帰除の句訣を制め

$\iota)$

てこれに代う。商除を累ぬるを開方と号つく。 これを五技と謂う。 また、 象形の四体を分
ち、満干の三科を立て、数の四等を別ちて、互いに用を相為す。 これを三要と謂う。 しかる

後、云為の巧を成し、変化の技を致す。題問これより立ち、法術これより起く。 これを両儀
と謂う。 ここに於いて五技の式を備え、象形の法を釈し、題の精粗を解き、術の邪正を分
つ。 悉くその変を挙げて以って数学の始終の道を尽すなり。 これ故に、総括の一篇を綴り
て諸巻の首を弁ち、編次の大意を誌し、以って来る者をみちびく。

$\underline{=}$要
$en$

夫、象形は万事が本、題問の首をなして、常に定法の式あり。また、臨場の機もあり。 し

かるに、満干変化の道備わりて、数はよくその用を致す。 この三者は衆理の当に窮むべき要
を為すなり。 けだし、問題答術の技より天地の運、万物の気と動作云為の事に至るまで悉く
以ってその理を具え、その数を包まざるはなし。 このゆえに学者は宜く物変を尽くし、その
理を窮むべし。

象形第一

象は未だ顕れざるを称い、形は已に顕れたるを称う。その成る所に各二あり。春秋盈顧
の理、 天地方円の状の如きは本自然に具うる所なり。商価日用の功を成し器用什物の状を
制むが如きはみな人為の定むる所なり。衆理の万物を一象一形に分かつ所は、各その名具

え、而して長短を度り、軽重を秤り、容受を量り、名目を計るはみな物に応じて自にその数
を主るなり。象に二義あり。 もと状なき者、状ありといえども画図を用いざるは抽と謂い、

$kf6$
長短の形に比え、行伍の図を成すはこれを表と謂うなり。形に二義あり。縦横二画するは
これを平と謂い、縦横高三画するはこれを立と謂うなり。凡そ、象は毎名皆一偏の総数のみ
にして、自ずから用を為す能わず。 ここを以って、或いは事に托して特用を為す、或いは物
に宛てて相為す。故に、通計及び属一と属衆の数あり。 (ここに、属衆は総数とその理相同 b
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といえども、 或いは題中にこれを言う、 或いは術中にこれを得るとき各その数に多少あり

て、 新旧の意異なる。) その理はもと自に具わりてただ所言の功によりて異象生ず。形は毎

名に状ありて、 その広狭、長短に拠り自ずから用を為す。 故に、縦、横、斜、園の号及び計
積の数相具う。 しかるに、或いはこれを裁る、或いはこれを接ぐ、或いはこれを容る、或い

はこれを載す、或いはこれを続るときは、その巧に随いて奇形生ず。 これこの所以に象形は

題首を為してその変化窮まり無きなり。

数第三

数は象形の用にして、動静の異あり。凡そ、万象の総計を属幾の物と分かつが如く、衆形

に縦、横、斜、園の画あるはこれみな無為にして本その数具う。故に主るところ各静なり。
加井して共に得るは和と号づけ、減損して相較ぶは差と号づけ、因乗して総を量るは積と号

$|\*$

づけ、開除して致求するは商と号つく。 これみな技によりて変じてその数を得る。 故に主
る所各動なり。 もし求むる所の数、或いは法に拠る、或いは得式これを開除したるとき
は、 その数みな動に似たりといえどもよくその具と変の理を察してこれを別つなり。 それ、

数の窮まるはこれを整という。窮まり無きはこれを不尽というなり。整に二等あり。約数
を帯びざるは全という。 これ常に用うる所なり。約数を遍帯するは繁という。 これを用い

て諸技を成すときは徒に数を過つ患あるなり。不尽に二等あり。乗除に遭いてのち整なる
は崎という。遂に整を得ざるは零という。各その数を循るときは専ら乗除の労を成して且
その真を失う。 しかるに、象形と術式の得る所に照らして、或いは旧により、或いは約を通

じ、或いは収棄し、或いは率を作りてこれを用う。 これ物理の変に随いてその数各取捨あ
るなり。

題術弁

題は象形云為の辞を署して蔵る所の数を間うなり。 これゆえ辞は題の用にして正変の義
あり。本具うる数を顕わして言うは正辞なり。衆技を致して言うは変辞なり。 もし言う所
混雑して辞を巧むときは屡その理を蔽う。 ここを以って見、隠、伏、潜の四題に分かち、然
り而して、数よく辞の用を成し、また答の証をも為す。 もし数辞に応えず称わざるときは術
理答数の煩いあり。 ここを以って八条の病生ず。術は求数の技を述ぶるなり。 その為す所

常に以って定式、応変の異あるは、 曰く法、 曰く術。皆題中に言わざる数を求む。故に設

題、下問ごとに必ずまさに為すべき理を察してその技を成すべし。 ここに、差を言うはこれ
を加え、和を言うはこれを減じ、積を言うはこれを開除し、商を言うはこれを因乗し、各そ
の旧に復するなり。 もし和を間うはこれを加え、差を間うはこれを減じ、積を問うはこれを
因乗し、商を問うはこれを開除し、各その求めに応ずるなり。 これ皆自然の理なり。 けだ
し、理に隠、顕、通、塞あり、技に遅、速、先、後あり。 ここを以って諸術の起くるところ

実あり、権あり、偏あり、邪あり。 これ故、今八十七間を下し、悉く得失取捨の義を論じて、
以って設題、施術の軌範と為す。
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4. 校訂記録
上の校訂本見本と、テキスト表の最初の五っ、すなわち、 1. 南葵本、 2. 伊達本、 3. 理科

大本、 4. 狩野本、 5. 中之島本との異同を以下に掲げる。 南葵本には総目録と首篇がない。
他方、 伊達本には総目録と首篇だけの關算後ffl 35とそれに巻之一が加わった關算後 836
がある。総目録と首篇についてこれらには多少の違いがあるので、それぞれを区別する必
要があるときは伊達本首篇、伊達本巻一と書くこととする。

総目録 1丁
1行 1\sim 7字 「大成算脛纏目録」 という題字は理科大本にない。
4行 5字 「基敷」 の 基 は伊達本首篇、巻一共にない。
13行 9字右「載乗」 の 裁 が狩野本では 裁 となっている。
13行 12字左「損乗」の 損 が中之島本では欠けている。
13行 17字左「身外加」 の 加 が中之島本では 乗 となっている。
16行 8字左「平方」の 平 が理科大本と中之島本では 開 となっている。
20行 4字左「適尽方級法」の 法 が五っの本どれにもない。
23行 3字右「抽象」の 抽、 6字右 「表象」 の 表 は五っの本どれにもない。
23行 13字右「極」が中之島本では 逐 となっている。
23行 16\sim 20字 「動静 整数 不壷」 はすべて 「全 繁 崎 零」 となっている。

総目録 2丁
5行 6字右 「経分」 の 経 が狩野本では 裡 となっている。
6行 19字右 「求紹数」 の 総 がすべての本で 約 となっている。
10行 3字左 「圓損」 の 摸 が中之島本では 横 となっている。
14行 3字 「春耗」 の 耗 が中之島本では欠けている。
15行 3字左 「二十七」 の 七 が中之島本では 二 となっている。
22行 2字「方法」、 5字「直法」、 9字「勾股法」、 15字「斜法」の 法 はすべての写本
にない。
22行 7字 「勾股」 の 勾 が理科大本では 勺 となっている。

総目録 3丁
1行 2字「角法」の 法 はすべての写本にない。
4行 2字 「圓率」、 11字「弧率」の 率 は五つの本にない。
4行 15字左 「一差」 の -、 18字左 「二差」 の 二 はすべての本にない。
5行 1\sim 2字右「三差」 もどの本にもない。
5行 10字「立圓率」、 6行 1字「球飲率」の 率 は写本にない。 これらの 率 を挿入し
た結果写本の 6行以下は 1行後ろにずらされた。
5行 16字「立圓術」の 術 が理科大本では 率 となっている。

5行 20字と 6行 3字左「球飲」の 鉄 が伊達本、理科大本、中之島本では金偏、狩野本
では二水偏となっている。
9行 14字左「二十一」 の 二 が伊達本巻一、理科大本では $-$ となっている。
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12行 2字「戴術」、 11字「接術」、 16字「容術」 の 術 はすべての写本にない。
12行 10字「接術」 の 接 が伊達本巻一と中之島本では 接 となっている。

15行 2字「載術」、 7字「続術」 の 術 はすべての写本にない。
17行 3\sim 5字「題術辮」 はどの写本でも 雨儀 である。
22行 14\sim 15字左「求数」 はすべての写本で「得商」 となっている。
23行 11\sim 12字右 「孜技」 はすべての本で 察理 となっている。
23行 13字左「起術」の 起 が中之島本では欠けている。
23行 14字右「探敷」 の 探 はすべての写本で 権 となっている。

纏目録首篇 4丁
2行、 3行にある 「僻」が中之島本ではすべて欠けている。
3行 7字「磐題」の 磐 は伊達本首篇にのみあり、他では空白になっている。
6行 1字 実例のない「見題例」が伊達本首篇以外では表題として残っている。
12行 1\sim 8字「大成算経総目録畢」 が理科大本では行末に下げられている。
13行 1\sim 6字「大成算纒首篇」 という表題は理科大本にない。

首篇 5丁
7行 1字「雨儀」の 儀 は五つの写本ですべて 義 となっている。
9行 17字「來者」の 來 が伊達本巻一では 乗 になっている。
10行 5字右「凡」が伊達本巻一では 九 となっている。
13\sim 21行 理科大本に従って字間を整えた。
14行 3字左「首也」の 首 が中之島本では欠けている。
16行 19字、 17行 4字左「秣」 を、 中之島本は塵劫記と同じ 秤 としている。

19行 5字左「取」を中之島本は欠いており、錐 ではないかと注記している。
20行 19字「忽」を伊達本首篇と中之島本は 忽 と書き誤っている。
24行 10字「強半」の 半 を中之島本は欠いている。

巻四「三要」 1丁
1行 1\sim 10字「大成算経巻之四 中集」 という題字は南癸本にない。
4行 1字「亦」が理科大本では 又 となっている。
9行 5\sim 6字「象形第一」の 第一 が南癸本にはない。
10行 9字「已」は南癸本では 己。

16行 3字「抽」、 17字「表」 は五つの写本すべてで空白になっている。
23行 15字「接」が中之島本では 接 になっている。

巻四「三要」 2丁
2行 4字「抽象」の 抽 はどの写本にもない。
19行 11\sim 12字「若干尺」 は理科大本では空白。

巻四「三要」 32丁

1行 4\sim 5字「敷第三」 の 第三 は南癸本にない。
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3行 3字「属幾之物」の 幾 が理科大本では 機 となっている。

5行 18字「致求」の 孜 を狩野本は 致 としている。

7行 5字「或」を中之島本では 威 としている。

8行 7字「別」を狩野本では 引 としている。

12行 13字「且」を中之島本では 旦 としている。

17行 16字「静」を狩野本では 僻 としている。

22行 20字「本」を中之島本では 各 としている。

巻十六「題術辮」 1丁
1行 1\sim 11字「大成算経巻之十六 後集」 という表題は南癸本にない。
8行 13字「求」を中之島本では 苔 としている。

9行 4字「定」を中之島本では 穴 としている。

21行 19字「施」を伊達本、狩野本、 中之島本では 於 としている。

5. おわりに
9丁は全体の 1%だからこの 100倍の仕事をすれば校訂本ができあがることになる。上の

校訂記録は、その正誤をあとで誰でも調べることができるため正確に作らざるえず、作るの
にむやみに時間がかかった。 この記録は校訂の過程では絶対に必要であるが、読者は関心
をもてず、全部を公表する必要はないかもしれない。
ここには文献的に根拠がないと疑われかねない追加をしたことも正直に書いた。 もうす
こし詳しい説明をするつもりであったが今は余裕がない。 実際の本文にあわせて目録を訂
正したものが大部分であるが、ただ、徐澤林 [7]、尾崎文秋 181の研究に刺激されて、巻の四

「三要」第 1丁の空白に 「抽」 と「表」 を補ったのは重要な補注であったと思っている。
首篇の算 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$論はこじっけがましいと思う人が大部分であろう。 しかし、 この後、巻之四

「三要」、巻の十六「題術辮」で展開される数学論は、今日に通ずるものがある。特に、技能
の習得にばかり走りがちな今日の教育に反省を求めるきっかけになるかもしれない。
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